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第12回国際ゼノパス会議



成果の概要／荒木 徹朗 
 

１．会議の概要 
第 12回国際ゼノパス会議は 9月 8日から 12日までの 5日間の日程で、ドイツの

ライヴェンにて開催された。基調講演を行ったエドワード・デ・ロバーティス教授(カ
リフォルニア大学ロサンゼルス校)をはじめ、口頭発表 86題、ポスター発表 205題、
350 名以上の世界中のゼノパス研究者が一堂に会し、連日朝 8 時から日付の変わる
ころまで熱のこもった議論が展開された。 
これまで、ゼノパスの一種であるアフリカツメガエルは発生生物学のモデル生物

として重用され、細胞分裂や軸形成など初期発生の領域において、哺乳類などにも

共通する重要な知見が得られてきた。本会議においてもアフリカツメガエルを用い

て、遺伝子発現、細胞内シグナル伝達、軸形成と初期発生、神経発生といったテー

マにおいて新しく発見された遺伝子が報告された。たとえば、笹井芳樹教授(理化学
研究所)は新規遺伝子 Jiraiya（ジライヤ）が初期胚の神経予定領域において、神経発
生抑制性の BMP シグナルの受容体である BMPRII の細胞膜上への移行を抑制し、
BMP経路を遮断することで神経への分化を誘導していることを示した。また、シグ
ナル伝達経路間の新たな相互作用の報告も多数あり、ジャネット・ヒースマン教授

(シンシナティ小児病院医学センター)はこれまで独立と考えられていた、初期胚に
おける古典的 Wnt 経路と非古典的 Wnt 経路の制御が Wnt5a と Wnt11 という異なる
分子の二量体によって同時に制御されていることを報告し、大きな注目を集めた。 
また、近年の新しい潮流として、アフリカツメガエルの近縁種であるセイヨウツ

メガエルを用いた、遺伝学やゲノミクスに関する研究成果も本会議において数多く

みられた。第 1 日目には「遺伝学とゲノミクス」と題したセッションが設けられ、
ゼノパスの統合的データベース「ゼノベース」の取り組みやトランスジェニックフ

ロッグの作出に必要不可欠なトランスポゾン部位や遺伝子配列の網羅的な解析の進

捗状況が報告された。これらの報告は今後、これまでゼノパス研究において遅れて

いた遺伝学的解析手法が実用化されうることを強く示唆しており、これからの発展

が注目される。 
 

２．私の発表について 
私は本助成の発表題目である「アフリカツメガエル初期胚発生における EIG121L 

(estrogen-induced gene 121-like)の機能解析」のタイトルでポスター発表を行った。ビ
ールやワインを片手に自由闊達な雰囲気の中、ポスターセッションの時間が設けら

れ、私のポスターにはカテニン分子ファミリーの研究で知られるピエール・マクレ

ア教授(テキサス大学)や発生のシグナル伝達を専門とするカレン・リュー講師（キ
ングスカレッジ・ロンドン）が訪れ、本題目の将来性について高く評価していただ



いた。また、私の発表に関連する研究で大変著名なステファーノ・ピッコロ教授(イ
タリア・パドヴァ大学)にもポスターを見ていただき、新たな方向性からのアプロー
チを示唆していただいた。また、日本人研究者の中では、内山英穂准教授(横浜市立
大学)から組織形態学的な解析についてヒントをいただき、鈴木誠博士(基礎生物学
研究所)には細胞死との関連について指摘を受けるなど、有益な議論をすることがで
きた。 
ポスターセッション以外の場でも山中洋昭博士（キングスカレッジ・ロンドン）

からは現在私が挑戦している免疫染色の実験手法について新しいプロトコルを教え

ていただくことができ、今後の研究を進める上で大変有意義なものとなった。 
 

３．総括 
今回、初めて国際学会に参加し、海外の研究者と英語による議論を経験したこと

は私にとって大きな自信と非常に大きな衝撃をもたらすものとなった。この衝撃の

うちの一つは内外の研究の進展の速さに対するものであり、もう一つは自分の英語

能力の低さに対するものである。ゼノパス研究は近年、発生・再生研究のモデル生

物としてその重要性が高まっていることは認識していたが、実際に各研究者の講演

を聞くと、その発展ぶりには目を見張るものがあった。今後、必要に応じてこれら

の新しい研究手法を取り入れ、現在の自分の研究をより価値あるものにしていかな

ければならないと強く感じた。また、自身の英語能力について、世界の科学研究の

第一線ではいまだ使用に耐えうるものではない、と強い危機感を抱いた。私は帰国

後も継続して英語の学習を行い、学位取得までに外国人研究者と十分にコミュニケ

ーションを取れるようになろうと決意した。世界の研究水準を知るだけでなく、こ

のような基本的な事柄の重要性に気づくことができたのも、今回の国際ゼノパス会

議に参加することができたおかげであり、派遣にあたって貴財団からいただいた手

厚い助成に心より感謝の辞を述べ、成果報告の結びとしたい。 


